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１．対象とする研究分野 

次のａ、ｂ、ｃの何れかの研究を助成の対象とする。 

a. 計測と制御、ＩｏＴ、ロボット及び関連技術領域に関する研究 

b. 地域における環境保全および地域特有の動植物の育成・保全に関する研究 

c. SDGs (Sustainable Development Goals)の目標に合致した研究 

 

２．助成の対象者 

1. 大学修士課程の学生、および修士課程を修了して博士課程の研究者、研究助成開始

年度の 4 月 1 日時点で大学の研究室に在籍する 45 歳未満の研究者 

(1) 大学修士課程の学生 

(2) 修士課程を修了して博士課程の研究者 

(3) 研究助成開始年度の 4 月 1 日時点で大学の研究室に在籍する 45 歳未満の 

研究者 

 

３．助成予定人数 

  5 名 

 

４．助成の期間 

(1)  大学修士課程の学生： 修士課程に進む年度の４月から２年間 

(2) 修士課程を修了して博士課程の研究者： 博士課程に進む年度の４月から２年間 

(3) 研究助成開始年度の 4 月 1 日時点で大学の研究室に在籍する 45 歳未満の 

研究者： 助成は４月開始として４月から２年間 

 

５．助成を受けることができる者の条件 

大学の研究室に所属し、研究室の責任者の推薦を受けることができる者 

 

６．助成金額 

１名につき、初年度１００万円、次年度１００万円の２年間合計で２００万円 

 

 



７．助成金の使途 

助成金は、研究活動の経費および研究活動を支えるために必要な経費に充当すること。研

究活動に関わる経費の支出については、原則として、後日領収証の写を提出すること。 

 

８．助成を受ける者の義務 

(1) ２年間の助成期間中、初年度の終了時ならびに次年度の終了時に当該研究活動に関

する報告書を提出すること。報告書には予算使用状況を含めること（原則として領収書

のコピーを添付）。 

(2) 自らの研究活動にかかわる内容について、２年間の研究期間内に青少年に対して、最

大２回の出前授業を行うこと。出前授業の場所は、神奈川県藤沢市のアズビル株式会

社藤沢テクノセンターとする。授業の内容、詳細の設定は当財団にて行う。なお、出前

授業は対面を基本とするが、状況に応じてリモート授業も可とする。授業に関わる旅費

等については、助成金とは別に、当財団より実費を支給する。 

 

９. 応募方法 

(1) 上記１．の「対象とする研究分野」を参照のうえ、当財団のホームページから、指定の

申請書様式をダウンロードし、必要事項を記入のうえ、指定のメールアドレス宛に申請

書を添付して提出する。 

(2) 個人情報保護のため申請書には申請者自身がパスワードを設定し、EXCEL ファイル

のままの形式（拡張子/.xlsx）で申請書を送付する。 

(3) パスワードの連絡は、申請書を添付したメールとは別メールにて連絡する。 

(4) 申請書の受領は、自動応答メールの返信により確認することとし、電話等での問合せ

は受け付けない。 

 

１０. 選考審査の方法 

(1) 当財団に設置する選考委員会が選考し、当財団理事会の審議・承認をもって最終決

定する。 

(2) 採択された研究助成については、研究者本人及びその関係者宛、2021 年 3 月 31 日

までに通知する。不採択となった研究助成についての通知は行わない。 

 

１１. 交付の方法 

(1) 助成金は、原則として毎年、4 月、10 月、の年 2 回、助成期間中合計 4 回振り込む。 

(2) 助成金は、原則として、研究者の大学所属機関へ振り込むものとするが、大学事務局

と調整のうえ適切な方法を採用することもある。 

(3) 当財団では研究助成金のオーバーヘッドは考慮しない。 



１２. 個人情報取り扱いについて 

(1) 個人情報は利用目的の範囲かつ業務遂行上必要な限度内で利用する。 

(2) 法令等の定める場合を除き、事前に本人の同意を得ることなく、個人情報を第三者に

提供しない。 

 

１３. 応募書類提出先および本件に関する問い合わせ先 

 応募書類提出メールアドレス： apply.su@azbilyamatake.or.jp 

 問い合わせ用メールアドレス： question.rt@azbilyamatake.or.jp 

 

以上 


